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福
島
県
の
現
状
と
今
後
の
課
題

小

　林

　智

　英

一
、
は
じ
め
に

　平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分

　東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
よ
り
四
年
十
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年

三
月
十
一
日
現
在
、
死
亡
者
一
五
、
八
九
一
人
・
不
明
者
二
、
五
八
四
人
。
福
島
県
に
お
い
て
は
、
死
亡
者
一
、
六
一
二
人
・
不
明
者
二

〇
二
人
。
今
な
お
、
十
一
日
に
は
県
警
が
中
心
と
な
り
不
明
者
や
遺
留
品
の
捜
査
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
震
災
関
連
死
と
し
て
平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
現
在
、
一
、
九
七
九
人
（
六
十
六
才
以
上
一
、
七
八
二
人
）
が
亡
く
な
ら
れ

て
い
ま
す
。

二
、
福
島
の
現
状

　津
波
被
害
は
勿
論
の
こ
と
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
放
射
能
汚
染
で
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
に
避
難
し
て
い
る
人
は
、
四
三
、

四
九
七
人
（
平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日
現
在
）
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
各
地
に
て
仮
設
住
宅
・
借
り
上
げ
住
宅
な
ど
で
の
避
難
生

活
を
未
だ
強
い
ら
れ
て
い
る
人
々
が
大
勢
い
ま
す
。

　原
発
周
辺
の
双
葉
郡
一
帯
の
町
村
は
、
帰
還
困
難
区
域
（
未
だ
に
立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
帰
る
こ
と
が
出
来
な
い
地
域
）・
居
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住
制
限
区
域
（
時
間
制
限
の
中
で
一
時
帰
れ
る
地
域
）・
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
（
帰
還
に
向
け
て
一
時
帰
宅
し
宿
泊
可
能
な
地
域
）

に
区
分
さ
れ
、
帰
還
に
む
け
て
の
除
染
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
除
染
関
係
従
事
者
は
全
国
各
地
よ
り
約
三
万
人
に
お
よ
ぶ
人
た
ち
が
働

い
て
い
ま
す
。
独
り
身
の
人
が
多
く
、
健
康
上
の
問
題
で
亡
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
火
葬
費
用
や
遺
骨
安
置
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　第
一
原
発
が
あ
る
双
葉
町
・
大
熊
町
で
は
、
除
染
に
よ
る
土
壌
や
側
溝
の
汚
泥
・
焼
却
灰
な
ど
の
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設
を
受
け
入
れ
、

富
岡
町
・
楢
葉
町
で
は
、
放
射
性
物
質
の
指
定
廃
棄
物
処
理
場
「
フ
ク
シ
マ
エ
コ
テ
ッ
ク
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
帰
還
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
廃
棄
物
を
軽
減
し
帰
還
に
向
け
て
加
速
し
て
い
ま
す
。

　交
通
面
で
は
、
一
般
国
道
は
早
い
時
期
に
解
除
に
な
っ
て
お
り
、
高
速
道
路
は
常
磐
道
い
わ
き
・
仙
台
間
の
中
、
放
射
線
量
に
よ
り
不

通
に
な
っ
て
い
た
富
岡
〜
南
相
馬
間
が
平
成
二
十
六
年
十
二
月
開
通
し
、
除
染
・
復
興
に
む
け
て
関
係
車
両
の
往
来
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
放
射
線
量
の
高
い
所
が
あ
る
の
で
作
業
後
は
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
戻
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　Ｊ
Ｒ
常
磐
線
は
、
各
所
で
津
波
の
影
響
が
あ
り
二
十
八
年
度
か
ら
三
十
年
度
に
む
け
て
一
部
区
間
ず
つ
開
通
を
目
指
す
予
定
。
本
年
度

は
相
馬
（
福
島
）
〜
浜
吉
田
（
宮
城
）
間
、
仙
台
圏
へ
の
人
的
・
経
済
的
交
流
が
深
ま
れ
ば
復
興
が
進
む
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
第
一
原

発
付
近
は
未
だ
復
旧
の
目
途
は
立
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　産
業
の
中
で
も
漁
業
に
関
し
て
は
、
試
験
操
業
と
い
う
形
で
漁
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。
本
格
操
業
が
不
明
確
の
中
で
現
在
は
賠
償
金

を
貰
っ
て
い
ま
す
が
将
来
の
生
活
設
計
は
立
て
ら
れ
ず
、
農
業
や
他
の
職
へ
転
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　農
業
に
関
し
て
は
、
帰
還
し
た
地
域
で
は
米
・
野
菜
・
い
ち
ご
な
ど
様
々
な
作
物
を
栽
培
し
市
場
へ
提
供
し
て
い
ま
す
が
風
評
が
拭
い

去
ら
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
昨
年
収
穫
し
た
新
米
を
宮
内
庁
へ
献
上
し
、
両
陛
下
か
ら
「
お
い
し
か
っ
た
」
と
い
う
御

言
葉
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　又
、
一
例
と
し
て
、
南
相
馬
地
区
に
は
大
堀
相
馬
焼
と
い
う
陶
芸
が
あ
り
ま
し
た
が
、
避
難
を
強
い
ら
れ
殆
ん
ど
の
窯
は
閉
め
ざ
る
を
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得
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
る
窯
元
は
、
避
難
先
（
郡
山
市
）
に
て
工
房
を
再
開
し
、
新
し
い
粘
土
や
薬
の
研
究
に
活
路
を
見
出
し
新
商
品
開

発
に
力
を
注
い
で
い
る
そ
う
で
す
。

　ま
た
、
避
難
解
除
に
な
り
我
が
家
に
戻
っ
て
従
来
の
家
業
を
再
開
し
た
も
の
の
、
戻
っ
て
来
る
人
が
少
な
く
先
行
き
が
見
え
ず
自
立
へ

の
不
安
と
焦
り
に
も
が
い
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　今
、
双
葉
郡
か
ら
の
避
難
地
と
な
っ
て
い
る
県
内
各
地
の
市
（
特
に
い
わ
き
市
）
で
は
復
興
へ
の
拠
点
と
し
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
、

建
設
業
・
ホ
テ
ル
・
飲
食
業
な
ど
は
復
興
バ
ブ
ル
的
な
面
も
あ
り
、
ま
た
こ
れ
に
よ
り
再
起
を
か
け
る
事
業
者
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

特
に
除
染
後
を
考
え
る
と
仕
事
も
減
少
し
不
安
も
募
っ
て
い
ま
す
。
大
震
災
か
ら
五
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
津
波
避
難
の
人
々

は
仮
設
住
宅
（
震
災
後
か
ら
無
償
で
今
日
ま
で
住
ん
で
い
る
住
宅
）
か
ら
復
興
公
営
住
宅
（
国
か
ら
の
補
助
で
建
て
ら
れ
た
有
償
の
住

宅
）
へ
と
転
居
す
る
人
と
、
自
ら
土
地
を
購
入
し
新
居
を
構
え
る
人
が
い
ま
す
。
原
発
避
難
の
人
々
は
国
の
判
断
の
下
、
除
染
状
況
を
見

な
が
ら
帰
還
し
た
い
と
期
待
を
持
つ
人
、
先
行
き
が
わ
か
ら
な
い
の
で
避
難
先
に
土
地
を
購
入
し
新
居
を
構
え
る
人
が
い
ま
す
。「
高
齢

者
は
故
郷
に
戻
り
た
い
。
し
か
し
、
若
い
人
は
線
量
へ
の
不
安
・
仕
事
状
況
・
新
地
で
の
生
活
の
慣
れ
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
不
備
な
ど
で

戻
り
た
く
な
い
。」
特
に
病
院
や
医
者
・
ス
ー
パ
ー
（
買
い
物
）
な
ど
に
不
都
合
が
あ
り
高
齢
者
も
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

三
、
今
後
の
課
題

　福
島
県
で
は
帰
還
困
難
区
域
に
日
蓮
宗
寺
院
二
ヶ
寺
が
所
在
し
ま
す
。
双
葉
町
の
妙
勝
寺
と
富
岡
町
の
妙
栄
寺
で
す
。
現
在
妙
勝
寺
は

い
わ
き
市
に
避
難
中
で
、
泉
田
霊
園
内
に
布
教
所
を
設
け
る
と
と
も
に
ご
遺
骨
安
置
墓
を
建
て
、
通
常
法
務
と
年
中
行
事
（
お
施
餓
鬼
・

星
祭
）
を
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。
妙
栄
寺
は
郡
山
市
に
避
難
中
で
、
当
地
に
て
布
教
所
を
拠
点
に
法
務
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。
寺
院
と
檀

信
徒
が
各
地
に
点
在
し
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
従
来
の
寺
院
を
中
心
と
し
た
布
教
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
避
難
先
を

把
握
し
個
々
の
要
請
に
応
じ
て
の
法
務
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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　原
発
避
難
の
人
々
は
「
家
が
あ
っ
て
も
土
地
が
あ
っ
て
も
帰
る
に
帰
れ
な
い
。
考
え
て
も
し
ょ
う
が
な
い
。」
故
郷
が
無
く
な
る
喪
失

感
・
地
域
住
民
や
避
災
者
間
の
人
間
関
係
な
ど
様
々
な
不
安
・
ト
ラ
ブ
ル
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｄ
）
に
悩
む
人
も
多
く
い
ま
す
。

　ま
た
、
避
難
の
人
々
も
安
心
し
て
生
活
が
で
き
、
地
域
組
織
が
活
動
で
き
る
よ
う
、
母
親
が
安
心
し
て
子
供
を
育
て
ら
れ
帰
還
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　今
後
の
課
題
は
、

　・
各
地
に
点
在
し
て
い
る
檀
信
徒
を
繋
ぎ
と
め
る
に
は
ど
う
し
た
良
い
の
か
。

　・
新
し
い
地
で
新
た
に
信
者
を
増
や
し
布
教
し
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
。

　・
特
に
、
被
災
者
の
心
の
支
え
と
な
る
に
は
具
体
的
に
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
。

　右
記
の
点
で
思
案
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　慰
霊
と
復
興
祈
願
も
大
き
な
会
場
で
一
括
し
て
行
う
だ
け
で
な
く
、
個
々
を
廻
っ
て
被
災
者
の
心
に
寄
り
添
う
よ
う
な
細
や
か
な
ケ
ア

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
寺
院
・
僧
侶
側
の
多
大
な
る
努
力
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
現
場
で
の
能
化
の
教
化
力
が
大
き
く

問
わ
れ
て
い
る
時
で
あ
り
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
一
天
四
海
・
皆
帰
妙
法
の
祖
願
達
成
の
一
分
と
成
り
得
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
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